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さん通る。
交通を守ろう。?
???
．．．???? ? ?
???? いじな仕事をするところです。
てみましょう
が子どもたちのはなしあい、読解、主要な文字、語句として「（※）習得される。そう
してこの学習の手引」は中心学習にも使われている。なお、国語の教科書の新出文字のよ
みや筆順が明示されており、難語句の解釈や用例も示されている。
（17ページ　※は原文のママ）
（中略一河野）
先生方は、施設や教具を工夫したり、「練習の友」や「学習の手引を作ったりして学習
指導に創工意夫（※）をなすよ．うになったとのことであるが、はじめは、作業単元の学習
と基礎的な学習を、あま。関連膣もたずに展開しておったが、学習指導に苦心しているう
、
ちに、だんだん基礎的な学習が作業単元の学習にあゆみよってきて、現在では、中心学習
と技能学習、教養学習、さらに日常生活とがもちつもたれつして展開されるようになった
というはなしである。
また、子どもたちの基礎的な能力の差の大きいことにおどろき、特に能力の低い子ども
たちを、三、四、五、六学年からあつめて「仲良し学級」という特別学級を作。、粂校長
みずからその指導に当るとともに、－学年二学級編成であったのを、一学級にし、二教員、
二教室制をとって、能力別指導を徹底的におこなうようにしたとのこと。
（18ページ　※は原文のママ）
6　皆川正治「基礎課程は生活課程と切り離して　春日井附小の場合」（1952．12）
経営活動の必要に迫られる以前の春日井附小は、他の附属学校と同じように、教科別指
導に熱中して、優れた成果をあげていた。ことに、算数における珠算の指導についてはな
がい歴史をもっている。だから、生活教程の実践はこの過去の経験とたえずある緊張関係
を保ちながら、いわば二本建てカリキュラムの姿を見せながら、成長してきたのである。
そして、この二本建カリキュラムから「教科の生活化」的色彩を取除いて、それぞれのコ
ースを合理化し、機能化し、性格ずけてすつき。させようという努力が積み重ねられた。
こうしてゆず。うるものを全て生活課程にゆずり、ドリルし、系統を追う必要のあるもの
を徹底的に洗い出して基礎課程としたわけである。
そこで、この学校の基礎課程は①経済、社会、情操、健康の生活の全領域についての最
低の基礎的な（第一次のと同校ではいっている）技能②生活課程を進める上に抵抗となる
技術的能力や基礎的な知識で適時性の上から小学校時代に必要と思われるもの、③系統的
指導と反復練習を必要とするもの、の三つの条件から選び出したものについて、生活課程
とむ。に結びつけないで、－つ一つ着実に系統を追って学習することと、練習の頻度を大
きくすることに重点をおこうとしている。　　　　　　　　　　　　　　　　　（20ページ）
（中略一河野）
日課表では、「そうじ」と「はなしあい」に次いで一年から三年までは九時半から十時
半までの一時間、四年では先に午前の中心学習をすませて十一時から十二時または一時半
一8－
までの間に一時間、五年と六年では午後の最初、一時から二時までの一時間を、それぞれ
「よみかき」「けいさん」に当てている。
〈よみかき〉
たとえば、ある日の指導計画は次のようである。
〈二年二組〉
文学（※）指導および練習
目標　・文字を正確に美しく書く。　・文字の大きさをそろえて書く。
過程　・聴写練習　・既習文字練習　・新出文字練習および指導（正しい筆順・速度）
〈三年一組〉
文字指導
目標　・漢字の正しい使用法を理解させる。　・既習漢字の活用範囲を拡大させる。
過程　・プリントによって漢字の活用について共同批正する。
・出題文を各自批正して発表する。　・出題漢字を使って短文を作る。
〈四年二組〉
副詞の使用法
目標　・副詞の正しい使用法がわかる。　・副詞を使って物事をくわしく見ることができ
る。
過程　・文中の不合理な点に気づかせる。　・板書して研究してみる。
・副詞を使って短文をつくる。　・正しい副詞の使い方について話しあう。
〈四年一組〉
新出漢字指導
目標　・かんたんな辞書の引き方になれる。　・漢字について正しく書けるようになる。
・漢字の使用を理解する。
過程　・新出漢字についての辞書の引き方　・音訓索引　・漢字学習帳の引き方競争
・新出漢字をつかつての請い調べ　・空中書き
・画数、勇、冠、脚について　・漢字競争
〈五年一組〉
漢字の音と訓の区別
目標　・漢字の音と訓の区別を知る。
過程　・音訓いづれか片方をしっている文字の訓音を知る　・未知の文字の音訓を区別す
る。
〈六年二組〉
転音　約普
目標　・転音約音のおこったわけを理解する。　・正しく使うことができる。
過程　・例について話しあう。　・ローマ字で表記し気づいたことを話しあう
・自分でいろいろ例を集め研究する
どの教室でも短冊黒板や、フラッシュカードや、その他直観化、興味化のための種々な
テクニックや先生たちの創意工夫が十二分にここでは駆使されている。子どもも先生も活
発に活動して、ぼんやりとりのこされている顔が見当らないのは、お手のものになってい
る証拠であろう。
文字をおぼえること、語法についての基本的な知識を整理すること、文章をスムースに
よむこと、矯正治療、等がこの課程の内容のように思われる。取材は国語教科書が中心と
なり、それに作文、生活課程での諸作品が加えられている。そこで、系統を追ってという
ことは、教科書の排列に従ってということになるのであろうが、これは教科書によって見
るので、実さいの指導をみてみると単純から複雑へ、易から難へという程度のことである
らしい。
必要感ということは全て生活課程の方へあずけて、ここでは興味に訴えることに専ら力
を注いでいるようである。だから、生活のどのような場面でそれが必要であるかを自覚さ
せるのは、この課程の第一義の目標ではない。知識を整理する興味、しゆう．集する興味、
－9－
速度や美観への興味、競争の興味等が、この課程の学習を進める原理となっている。生活
課程の中でおこなわれる「よみかき」のドリルが徹底的に「必要」によって進められるのレデイネス
に対比して、興味深い。これによって適時性と系統性にこたえ、生活に対して技術が先行
することを可能にしようというのである。極端な言いかたをすれば、ここで行われている
のは「国語遊び」である。
このようにして学ばれたものはどのような学習効果をもたらしているだろうか。漢字修
得についてみることにしよう。
○よみかきで漢字を学習する目的を分析して
・漢字自体の習得、漢字一字一字の字画、よみ、筆順を習得すればよい。
・習得した漢字を適当な時期に適当な場所に又は適当な請いとして使用出来ればよい。
・習得した漢字を日常、常に適確に活用する。
・未習文字や繕いを自学で理解習得活用出来るようにする。（主に言語生活への積極的態
度を養う）　としている。
今年の七月に、文部省発表の「児童生徒の漢字を書く能力とその基準」を用いて教育漢
字八八一文字についてテストした結果は、概ね文部省発表より上まわっている。それによ
ってみると、習得文字数と知識指数との間にはほとんど相関関係はないとの報告がなされ
ている。結論としては機械的なドリルと同時に、経験の場の頻度の増大と言語生活の必要
度の増強が必要であることが確認された。すなわち、知っているはずだが使わない、ある
いは使えないという現象を救うのでなければ過去の教科別カリキュラムと同じことになっ
て生活学習を計画する意義が失われるというわけである。
教育用漢字習得調査と同じころ調査の意図なしで書かれた日記、作文、学級新聞、個人
研究報告を分析してこれを比べた。
調査の結果の一般的な傾向は、一般に習得した文字数の多い子どもはよく活用ができる。
テストに書けなかった文字の多い者ほどテストに書けないと文字の利用度が大きい。未習
文字の活用も相当ある。低学年の時から漢字に対する魅力を感じているなどがわかった。
テストでよく書けた文字は、子どもに関係の深い文字、学習頻度の多い文字、簡単な文
字であって、よく間違えた文字は、複雑な文字、意味のむずかしい文字、類似した形の文
字、学習頻度の少ないもの、子どもの生活に線の遠いもの、等であった。文字と経験のマ
ッチが最も必要であろう。
テストに書けて、活用できない原因は、①漢字でかくのは面倒くさい（これは機械的ド
リルの強化でも解決できる）（訂経験と文字が結びつかない（生活の場でのドリルによら
ねばならない）　③漢字一つ一つの音訓の理解不十分（機械的ドリルの強化でもやれる）
④語法熟語の理解不十分（生活の場でのドリルが必要であろう）となり、学習しないが
活用する文字の傾向は、子どもの生活に関係の深い文字、よく目にふれる文字、簡単な文
字、基礎裸程以外の学習で頻繁に学んだ文字ということになる。
以上のことは、おそらく文字習得以外の語法や読みについてもいえるであろうと思う。
ここから出せる結論は、生活経験の拡充の場が春日井附小のように充実している場合に、
その上にのせられてはじめて、このような興味を原理とする機械的な課程が意味をもつも
のとして成り立ちう’る、もし、生活課程が貧しいままでこのような基礎課程を強化するな
らば、生活と学習が分裂して、知っているが使えない人間を育てる結果になろう、という
ことである。生活の場の拡充を先にして、そこからの必要からのみ3Rsを（※）学習を進
めようとする論は、あるいは愚直にすぎるかもしれない。一般に生活学習を強調する学校
では、3Rsについてはテクニックが素朴にすぎるという批評もある。その点については、
この学校のような基礎課程が生活の場でのドリルの効果をさらに能率化することに寄与す
るであろうことは疑えない。しかし両者がわれてしまはないで、子どもの生活の中で統一
されるようにするにはどうしたらいいか、それはこの形でおこなう場合の一つの重要な問
題である。
なお、念のために申し添えておきたいのは、この学校では、経験または日常学習の場で
折々身につけた方がより効果的であると考えられるものは、基礎課程から省いて生活課程
にゆずってあること、いいかえれば、生活課程は、実さいに使うことによってドリルする
－10－
基礎学習指導の面を担当していることである。　　　（20－22ページ　※は原文のママ）
（くけいさん〉　を省略一河野）
こうして形式的な面からくる抵抗を全て機械的に克服しておいて生活課程でそれを使用
することによって内容をもたせる、生活課程の側からいえば、このコースのあることによ
って形式的な面で単元が挫折するのを免れる、というのが春日井附小の特色である。
単元を進める途中で、特に必要なものに対する応急的な技術指導は直前直後の指導とし
て行われている。
この二本立ての結果、目的は十分に果されてますます自信を深めている、と阿部氏はい
う。おそらく世間にかしましい学力低下論に対しては有力な反証を提供しているものとい
えよう。しかし、この二本がいかにして一人の子どもの中に生きたものとして統一される
か、そのためにどのような工夫が必要か、ここに最も重要な問題がある。興味と必要の二
本立の統一ともいえよう。春日井附小はそれを探求して今日に至った。この学校の基礎課
程を参考にする人々はこの間題の研究と絶えずむすびついて実践して行くのでなければ、
例の才能教育がおかしている誤ちをくりかえすであろう。　　　　　　　（22－23ページ）
おわリに
1949年から1952年までの、コア・カリキュラムのもとでの言語学習指導の実際をうかが
うことのできる資料を6点紹介した。期間としては約3年半という、短いものであるが、
当時のカリキュラム運動の動向をふまえると、この時期の変動は大きいものであったと思
われる。
資料は、時間軸に沿って配置した。順にごらんいただくと、この3年半の間におこっ
ている言辞学習指導の位音づけや方法についての変化を感じ取っていただけるだろう。こ
のことについては、別の拙稿（「コア・カリキュラムにおける国籍学習指導についての考
察」『教育学研究紀要』第45巻　2000．3発行予定　中国四国教育学会）で考察を試みた。
そこでは、紙幅の都合もあり、資料を十分に引用できていない。本稿とあわせてごらんい
ただければ幸いである。
「はじめに」でも述べたように、当時のカリキュラムについての資料は、計画の段階の
ものが多く、学習指導の実際をうかがうことのできるものは少ない。しかし、現代的な視
点から再検討、再評価するためには、当時試みられた「新教育」で、具体的にどのような
学習が成立していたのか、という視点からの検討が不可欠であると考えている。その基盤
になるのは、資料である。今後も、資料発掘と定位のための試行を続けたい。
今回とりあげた「カリキュラム」誌は、復刻版が刊行されており（1982．2．25　日本図
書センター）、閲覧することは必ずしも困難ではないが、国語教育史研究の面からは、管
見ではあるが、この資料を対象とした考察はほとんど未着手の状態であると思われる。今
後、教科（国語）単元学習の実践だけではなく、コア・カリキュラム、地域教育計画など
のカリキュラムのもとでの言培（国語）教育実践についても、考察の対象としてとりあげ
る必要があると考えている。
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注
敗戦直後から一九五〇、五一年ころにかけて、とりわけ一九四七年後半から四八、四九年の時期
に、わが国の教育現場では、カリキュラム改造のさまざまな試みがなされた。それらは普通カリキ
ュラム運動の名で呼ばれている。
カリキュラム運動は、教師と学校が近代以降のわが国の教育史上はじめて、教育内容編成の主体
であることを認められて取り組んだ運動である。（中略一河野）
戦後のカリキュラム運動は、超国家主義的統制や干渉が一応排除され、教育内容・教材の編成が
教師と個々の学校の自由に委ねられる状況のもとで、その展開をみた。また、戦前の実践が私立学
校や東北地方などの自覚的な一部の教師の運動に限られていたのに対し、カリキュラム運動の規模
とエネルギーは、戦前とは比較にならぬほど広くかつ大きかった。
さらに、カリキュラム運動の内実にやや立ち入ってみれば、教育内容・教材編成の基軸的要素と
して、地域の生活現実、子どもの欲求・興味、生活経験なども、はじめてわが国の公教育に市民権
を得るようになったといってよい。これらの諸要素は、国民学校までの教育では教授＝学習指導の
方法的側面から考慮されることはあっても、教育課程編成や教材編成の原理的・内容的側面から考
慮の対象をされることはきわめてまれであった。これらの諸要素が戦後において一般化され普及さ
れていく過程で、第一次米国教育使節団報告書や新教育指針、一九四七年の学習指導要領などとと
もに、カリキュラム運動の果たした役割は小さくなかった。
こうして、かつてない規模と巨大なエネルギーをもって展開されたカリキュラム運動において、
「地域」と「子ども」を内容的・方法的原理の主軸としつつ、基本的には教師と学校の創意と主体
性において教育内容・教材が編成されるという近代教育の原則が、わが国の公教育のレベルでもよ
うやくその実践的展開の第一歩をふみ出した。しかし、それはあくまでも第一歩であった。
（肥田野直・稲垣忠彦編『教育課程（総論）』一執筆は水内宏氏－　473－474ページ）
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